
あ

る

環

境

活

動

家

の

変

貌

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
創
始
者
が

〝転
向
”
　
1
6

米
上
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
天
然
資
源
委
員
会
で
の
証
言
／
環
境
に
配

慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
／
活
動
資
金
の
八
割
は
財
団
か
ら
／
身

勝
手
な
一
神
教
の
論
理
／
放
射
性
物
質
輸
送
の
情
報
源
／
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
は

〝正
義
の
騎
士
”
か
／
著
名
な
環
境
活
動
家
は
ど
う

考
え
て
い
る
か

米
国
の
政
策
転
換
が
波
紋
を
呼
ぶ
　
3
0

原
子
力
発
電
の
復
活
／
一
般
教
書
演
説
で
も
強
調
／
温
暖
化
研
究

に
熱
心
な
米
国
／
北
極
海
の
変
化
は
フ
ロ
リ
ダ
に
も
影
響
／
一
〇

○
○
人
の
科
学
者
に
調
査
依
頼

Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
　
3
7

米
国
と
欧
州
が
対
立
／
「
京
都
議
定
書
は
効
果
な
し
」／
温
暖
化

防
止
の
カ
ギ
／
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

石

油

文

明

の

終

わ

り

と

地

球

温

暖

化

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
7

資
源
大
国
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
日
本
　
4
8

豊
富
な
資
源
が
支
え
た
江
戸
の
暮
ら
し
／
今
の
日
本
の
自
給
率
は

四
パ
ー
セ
ン
ト
／
新
規
油
田
の
発
見
は
低
下
の
一
途

「
ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
論
」
を
重
要
視
す
る
欧
米
　
5
3

ロ
シ
ア
の
ガ
ス
資
源
量
に
も
限
界
／
輸
入
依
存
の
日
本
で
は
危
機

感
な
し
／
蓄
積
が
な
く
な
れ
ば
石
油
危
機
に



激
増

す

る
発

展

途

上

国

の

石

油

消

費
量
　
5
8

ア
ジ
ア
途
上
国
の
消
費
量
は
三
倍
増
に
／
米
国
の
「
第
三
次
オ
イ

ル
・
シ
ョ
ッ
ク
」
／
石
油
不
足
で
価
格
は
さ
ら
に
上
昇
か

人

口

爆

発

が
環

境

破

壊

に

拍
車

を
か

け

る
　
6
4

家
族
が
増
え

る
と
燃
料
を
多
く
消
費
／
貧
困
や
非
効
率
な
農
業
技

術
も
原
因

水

の

循

環

を
壊

す
と

ど

う

な

る

か
　
6
8

温
暖
化
は
豪
雨
と
旱
魃
を
招
く
／
赤
道
近
く
で
地
球
が
エ
ア
コ
ン

活
動
／
砂
漠
の
地
下
水
は
氷
河
期
の
遺
産

都

市

化

で

水

分

蒸

発

の

な

い

砂

漠

に

な

っ

た
　
7
4

東
京
の
気
温
は
こ
の
一
世
紀
で
二
度
上
昇
／
人
工
熱
を
発
生
さ
せ

な
い
生
活
に
戻
れ
る
か
／
都
心
気
候
に
は
仙
人
も
住
め
な
い

繁
栄
の
要
因
が
滅
び
の
モ
ト
に
な
っ
た
　
7
9

海
岸
や
サ
ン
ゴ
礁
が
浸
食
の
被
害
に
／
先
進
国
の
日
常
生
活
が
難

民
を
作
る
／
気
温
調
整
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
狂
う
心
配
も
／
シ
ュ
メ

ー
ル
文
明
が
滅
び
た
理
由

エ
コ
産
業
革
命
と
エ
ゴ
の
相
克
　
8
8

環
境
問
題
が
新
し
い
国
際
主
義
を
生
ん
だ
／
緑
の
党
も
理
屈
通
り

に
は
行
動
で
き
な
い

資

源

小

国

・

日

本

の

お

か

れ

た

立

場

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9
3

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
際
競
争
時
代
が
加
速
　
9
4

東
シ
ナ
海
の
油
田
で
は
中
国
が
先
行
／
国
境
線
上
で
の
紛
争
は
避

け
ら
れ
な
い
／
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
供
給
停
止
の
影
響
／
ロ
シ
ア
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
は
危
険
／
湾
岸
戦
争
の
裏
で
展
開
さ
れ
た
外



交
戦
争
／
石
油
獲
得
に
必
要
不
可
欠
な
外
交
手
腕

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
技
術
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
　
1
0
4

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
地
域
に
偏
り
が
あ
る
／
リ
サ
イ
ク
ル
で
半
永

久
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

原
子
力
平
和
利
用
の
五
〇
年
に
学
ぶ
　
1
0
7

将
来
の
需
要
増
に
備
え
政
府
が
決
断
／
事
故
続
き
で
原
子
力
へ
の

不
信
感
高
ま
る
／
不
安
感
や
反
対
運
動
が
根
強
く
残
る

燃
料
サ
イ
ク
ル
を
阻
む
も
の
は
だ
れ
か
　
1
1
2

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
今
の
発
電
炉
で
も
燃
焼
中
／
燃
料
サ
イ
ク
ル
の

国
内
完
結
が
悲
願
／
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
怪
文
書
出
ま
わ
る
／

反
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
派
と
メ
ジ
ャ
ー
の
思
惑
／
核
不
拡
散
派
は
コ
ス

ト
高
で
攻
勢
か
け
る
／
米
国
政
府
に
大
き
な
変
化
の
兆
し

日
本
で
も
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
つ
い
に
ス
タ
ー
ト
　
1
2
5

イ
ン
ド
の
核
実
験
が
き
っ
か
け
で
方
針
変
更
／
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
阻

止
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
団
体
が
活
動
／
再
処
理
方
針
が
「
大
綱
」
で
確

定
／
米
国
も
日
本
の
核
不
拡
散
対
策
を
絶
賛
／
次
の
ス
テ
ッ
プ
は

高
速
増
殖
炉
の
再
開

過

密

社

会

化

す

る

世

界

の

ゆ

く

え

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……
1
3
5

日
本
の
立
場
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
　
1
3
6

外
国
世
論
は
「
日
本
に
核
武
装
の
可
能
性
あ
り
」
／
東
ア
ジ
ア
の

政
治
情
勢
に
も
不
安
材
料

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
当
て
に
な
る
の
か
　
1
4
0

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
日
本
は
不
足
／
気
ま
ぐ
れ
な
発
電
に
は
期
待

で
き
な
い
／
風
が
吹
く
と
電
力
会
社
の
赤
字
が
増
え
る
／
バ
ッ

ア
ッ
プ
電
源
が
必
要
な
ら
二
重
投
資



大

量
消

費
ス

タ

イ
ル

の

見

直

し

は
容

易

で
は

な

い
　
1
4
9

テ
レ
ビ
視
聴
を
一
時
間
減
ら
す
の
は
困
難
／
環
境
保
全
意
識
で
は

世
界
の
下
位
レ

ベ
ル
／
環
境
よ
り
経
済
が
大
事
な
日
本
人
／
世
界

人
口
は
年
間
六
〇
〇
〇
万
人
ず
つ
増
加

過

密
社

会

の

論
理

が

世

界

を

覆

う
　
1
5
6

調
和
優
先
、
減
点
主
義
の
社
会
／
能
あ
る
人
は
我
慢
、
能
な
き
人

に
は
下
駄
／
米
国
や
国
連
に
も
過
密
社
会
の
波
／
日
本
は
米
国
方

式
を
選
ぶ
し
か
な
い

過

密

社

会

が

育

て

た

日

本

の

知

恵

と

文

化
　
1
6
2

集
団
意
識
が
日
本
を
支
え
て
き
た
／
二
〇
〇
〇
年
前
か
ら
過
密
社

会
／
過
密
化
す
る
世
界
は
協
調
型
に
向
か
う
／
イ
ラ
ン
の
主
張
は

通
用
し
な
い

日

本

特

有

の

多

神

教

が

世

界

協

調

に

貢

献

す

る
　
1
7
0

神
道
で
拝
む
ご
神
体
は
多
種
多
様
／
異
国
の
食
文
化
を
取
り
入
れ

豊
か
に
な
っ
た
／
哲
学
や
宗
教
さ
え
素
直
に
受
け
入

れ
た
日
本
人

日
本
の
伝
統
文
化
こ
そ
環
境
保
全
の
モ
デ
ル
　
1
7
5

戦
前
は
完
璧
な
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
／
茶
の
湯
と
生
け
花
は
社
交
の

手
段
と
し
て
発
達
し
た
／
結
果
よ
り
過
程
を
大
切
に
す
る
日
本
文

化
／
住
宅
技
術
に
も
環
境
対
応
の
工
夫
が
多
い
／
天
下
人
の
城
を

築
い
た
石
積
み
の
技
術
／
適
材
適
所
は
過
密
社
会
日
本
の
知
恵

あ
と
が
き
　
1
8
7
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